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だけの授業では受動的な態度が染み付き，学習者が本来持っているはずの “ 学びたい ” と
思うエネルギーを伏せてしまうことになるからである。
表２．学生のグローバル化に対する意識の因子分析
項目 F1 F2 F3
Part Ⅱ－４リスニングの学習を取り入れるべきだ。
Part Ⅱ－１スピーキングの学習を取り入れるべきだ。
Part Ⅰ－２高いコミュニケーション能力を持った人
Part Ⅱ－５グループワークを取り入れるべきだ
Part Ⅰ－１高い語学力を持った人
Part Ⅰ－４チャレンジ精神を持った人
Part Ⅰ－３積極性のある人
Part Ⅰ－６責任感・使命感のある人
Part Ⅱ－２ライティングの学習を取り入れるべきだ
Part Ⅱ－３リーディングの学習を取り入れるべきだ
Part Ⅱ－６文法の学習を取り入れるべきだ
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７．まとめ
　本稿の目的は，学生によるグローバル人材，英語学習に関する意識調査分析をすること
で，実態を把握し，大学での外国語教育の改革に役立てることである。
以下に結論を列挙する。
１．質問紙による項目ごとの度数と％による単純集計では，Part Ⅰでは，項目の高い順
に質問２高いコミュニケーション能力を持った人（4.6），質問３積極性のある人
（4.4），質問７異文化に対する理解のある人（4.2）であった。
２．質問紙による項目ごとの度数と％による単純集計の Pat Ⅱでは，質問１スピーキング
の学習を取り入れるべきだ（4.5），質問４リスニングの授業を取り入れるべきだ
（4.5），質問５グループワークを取り入れるべきだ（4.2），質問７プレゼンテーション
の学習を取り入れるべきだ（4.2）であった。
３．Part Ⅰの質問紙による自由欄のコメントでは，質問紙項目以外の意見で「自分の意
見がある人，発信できる人」という意見が目立った。
４．因子分析の結果に見る学生のグローバル化に対する意識調査の傾向は，因子分析の結
果，３つの因子が抽出された。
５．第１因子は「他者とのコミュニケーション力」因子，第２因子は「行動力」因子，第
３因子は「中学高校英語学習能力」因子とそれぞれ命名した。
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６．全体の平均値が最も高かったのは，「他者とのコミュニケーション力」であり，一方
最も平均値が低かったのは「中学高校英語学習能力」であった。
７．コミュニケーション能力を育成する授業では，ディベート，ディスカッション，プレ
ゼンテーションなどを取り入れ，自分の意見を持ち，それを発信できる能力が身に付
く授業形態の工夫が必要である。
　以上のことから，学生の考える，世界で活躍するグローバル時代に対応できる人材は，
コミュニケーション能力が最も必要という結果が明らかになった。それと同様に平成24年
度日本経済団体連合会の新卒者採用に関するアンケート調査集計結果からも企業が採用で
重視することは『コミュニケーション能力』（82.6％）が１位である。これは大学におけ
る外国語教育では，コミュニケーション能力を育成する授業のあり方も工夫が必要である
という主張を支持する結果と言えよう。外国語を学ぶことで異文化を理解し，国際競争社
会でたくましく戦えるメンタリティー，自分の意見が言える人材の教育を行うことが大学
での外国語教育の使命と考えられる。
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Appendix１
以下の基準で，該当する数字を○で囲んでください。
　１　　　　　　　２　　　　　　３　　　　　　　　４　　　　　　　　　５
ちがう　　　　ややちがう　 どちらでもない　　ややそのとおり　　　　そのとおり
Ⅰグローバル時代に対応できる人とは？
　１．高い語学力を持った人。
　２．高いコミュニケーション能力を持った人。
　３．積極性のある人。
　４．チャレンジ精神を持った人。
　５．協調性・柔軟性のある人。
　６．責任感・使命感のある人。
　７．異文化に対する理解のある人。
　８．日本人としてアイデンティティーのある人。
　９．その他（自由回答欄）
Ⅱグローバル時代に対応できる人材の育成には，英語のクラスでは？
　１．スピーキングの学習を取り入れるべきだ。
　２．ライティングの学習を取り入れるべきだ。
　３．リーディングの学習を取り入れるべきだ。
　４．リスニングの学習を取り入れるべきだ。
　５．グループワークを取り入れるべきだ。
　６．文法の学習を取り入れるべきだ。
　７．プレゼンテーションの学習を取り入れるべきだ。
　８．英語の資格（TOEIC, TOEFL, 英検など）の学習を取り入れるべきだ。
　９．その他（自由回答欄）
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〔抄　録〕
　昨今，グローバル人材の育成が急速に求められるようになり，大学ではコミュニケー
ション能力，異文化対応能力，高い語学力の育成に努めようとしている。本研究では，学
生によるグローバル意識の調査結果を総合的に分析し，グローバル化に向けた大学での外
国語教育改革に役立つ具体的提案を行った。具体的には次の２点である。１）学生による
グローバル人材，英語学習に関する意識調査の報告と分析，２）学生のグローバル化への
意識因子にはどのようなものがあるのか分析を行った。その結果，質問紙による項目ごと
の度数と％による単純集計では，Part Ⅰでは，項目の高い順に質問２高いコミュニケー
ション能力を持った人（4.6），質問３積極性のある人（4.4），質問７異文化に対する理解
のある人（4.2）であった。コミュニケーション能力を育成する授業では，ディベート，ディ
スカッション，プレゼンテーションなどを取り入れ，自分の意見を持ち，それを発信でき
る能力が身に付く授業形態の工夫が必要であると結論付けた。因子分析の結果に見る学生
のグローバル化に対する意識調査の傾向は，因子分析の結果，３つの因子が抽出された。
